
日本博を契機とした観光コンテンツの拡充

事業の概要

○ 日本博総合推進会議（第２回）【 令和2年3月12日開催 】 ＜ 総理発言（関係部分抜粋）＞
残念ながら、今週予定されていた日本博オープニング・セレモニーは、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、開催を中止することといたしました。
現在は、感染の拡大防止に全力を挙げておりますが、収束が視野に入った段階では、日本の素晴らしさを国際社会に向けアピールするため、日本博を、一層強力に推進していくことといたします。
このため、本日委員の皆様からいただいた貴重なご意見をもとに、日本博が縄文時代から現代まで続く「日本の美」を各分野にわたって体系的に展開する試みとして、より充実した内容となるよう、
文化庁が中心となって、関係府省が連携して、さらに取組を進めてください。

文化庁を中心とした関係府省庁や地方自治体、文化施設、民間団体等の関係者の総力を結集した大型国家プロジェクトである「日本博」の開催を契機として、各地域
が誇る様々な文化観光資源を年間通じて体系的に創成・展開するとともに、国内外への戦略的プロモーションを推進し、インバウンド需要回復や国内観光需要の一層の
喚起、「文化芸術立国」の基盤強化、文化による「国家ブランディング」の強化等を図る。
あわせて、地方博物館における国等が有する「地域ゆかりの文化資産」を活用した展示等の取組を通じて、各地域の歴史文化の魅力を発信することにより、地方への

誘客・消費の拡大を促し、地域活性化の好循環の創出を図る。

ウィズコロナ時代における日本博の取組

客席

○我が国が誇る文化資源の集中展示やダイジェスト版公演、体験プログラムの創出など日本文化の魅力を実際に体
感できる取組の推進に加え、国内外の多くの方々が自宅等でも日本博を楽しむことができるよう、多様な映像コ
ンテンツの制作・発信等に積極的・戦略的に取り組む。

令和2年度第3次補正・令和3年度当初予算額（案）
4,617百万円

（令和2年度予算額 4,533百万円）

＜多言語による映像コンテンツ発信＞

客席

地方博物館

文化庁・国立館・
三の丸尚蔵館・有
名美術館等から
地域ゆかりの文
化資産を貸与

地域の歴史文化の
魅力的な展示

○文化庁や宮内庁、国立博物館等が有する「地域ゆかりの文化資
産」を活用し、各地域の歴史・文化・風土等の魅力を展示・発信す
る地方博物館の取組に対して、事業費を一部支援する。
また併せて、地方博物館における訪日外国人観光客にも分かりや
すい多言語解説の作成や製作したレプリカ等を使用した体験型展
示等の新たな文化体験コンテンツの創出等の取組を支援する。

＜Ｒ２年度 採択例＞

短刀銘「吉光」（「博多藤四郎」）
（文化庁蔵）

「源氏物語図屏風」
（三の丸尚蔵館蔵）

○徳川美術館（11/8～12/13）

○北九州市立自然史・歴史
博物館（1/2～2/14）

○日本博の開催準備等に関する関係府省連絡会議（第３回）【 令和2年9月10日開催 】 ＜ 岡田副長官発言（関係部分抜粋）＞
縄文時代から現代まで続く「日本の美」を国内外に向けて発信する「日本博」の重要性は、この国難とも言える状況下においても何ら変わることはありません。そのような考えのもと、主催者の様々
な感染防止対策等の努力により実施されるプロジェクトも出てきており、さらには映像コンテンツの活用による発信など、これまでになかった斬新な取組も行われています。（中略）
日本博も、来年度を新たな本番の年とし、また来年度以降における成功を確実なものとするため、本日お集りの皆様をはじめとする関係者の総力の結集を改めてお願い申し上げます。（中略）
日本博の持つ意味は新型コロナウイルス感染症によって減少するのではなく、ますます重大になっています。（中略）日本博がより充実した内容となるよう政府一丸となって推進していただきたい。

＜二条城を360°VRコンテンツとして配信＞

ⓒ2020 naked inc.

おうちで体感！ 日本の伝統芸能 ＶＲ

おうちで体感！ 日本の伝統芸能 ＶＲ

＜VRなどの最先端技術を活用した映像コンテンツ発信＞

＜インフルエンサーによる花火のYouTube配信＞
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